転 車で とばして 来て、 汗 を 入れる と 明るい うちに 大き 

な 立派な 仏壇の 前で 読経に かかる。 農家の 人た ち も そ 

れぞれ に 輪 袈裟の ような もの を 首に かけて 揃って それ 

に 和す る。 読経が すむ と、 かねて 備えのお 膳 を 大きな、 

ほんけ 

ぶちぬ きの 部屋に ずらり と 並べ、 本家、 かまどの 順 を 

正して 座に つき、 酒盛りが はじまる。 村の 娘 や 小 母 さ 

んが 酌に まわる。 いい 頃 を 見 はからって 和尚さん はみ 

やげ を 持って 又 自転車で 町に かえる。 あと は 又 さかん 

なお ふるまいになる ので ある。 I 田 頭さん へ」 とか、 「御 

隠居さん へ」 とか、 屋号 や 通称 をよ び 立てて 朱塗の 大 

きな 盃の やりとりが 行われ、 いかにも 歓を つくす とい 



う- とになる。 

盆 踊は大 てい 山 口 部落から 一 里 ほどのと ころに ある 

昌歓 寺と いう 大きな ふるいお 寺の 境内で 行われる。 も 

と は ススキ とッッ ジの大 原野で あつたが、 今 は 見 わた 

すかぎ り 開墾され た 開拓 村の 一 本路を 部落の 人た ち は 

はるばる 昌歓 寺まで 踊りに ゆく。 秋と はいっても まだ 

日中 は なかなか 暑い ので、 わたくし は そこに 行った こ 

とがない。 時と すると その 流れが 山 口 部落まで 押して 

きて、 部落の 小学校の 校庭で 踊の あった こと も ある。 

平常 ご馳走ら しい ご馳走 もた ベない 村の 人た ち もお 

盆 中 はいろ いろの ご馳走 をつ くって 一 年中の 食いだ め 



だ 親しい。 マ ムシ は 家族 づれ でい つもき まった 巣に 住 

んで いるら しく、 毎年き まった 場所に 姿 を あらわし、 

でたらめに は 歩かない。 それで わたくし は 一度 もマム 

シの 難に かからなかった。 村の 人 は 時々 かまれる。 か 

まれる とひ どくはれ て 二、 三 週間 は 悩む よう だ。 中に 

は マ ムシ 取りの 名人が いて、 棒の さきで 首根っこ を 

きば 

ぎゅっと おさえ、 たちまち 口 を あかせて 牙 をぬ き、 口 

からさいて きれいに 皮をはいで しまう。 まっしろな 肉 

しよ-つちゅう 

を そのまま 焼いて 食う らしい し、 焼酎に もっける。 

マ ムシの 生きた の を 町に 持って ゆけば 一 匹 幾 百 円かで 

売れる という。 花 巻 駅の 駅前広場に はいつ でも マ ムシ 



の 黒 焼 を 屋台で 売って いる。 これ はほん 物 だ。 

秋の 紅葉 は 十月 中旬 だが、 ハゼ、 ウル シは 九月 末に 

もう 紅くなる。 きわだって さえた 色に 紅く 染まり、 緑 

の 多い 中に 点綴され るので ま つ たく 目 ざまし い。 やが 

て 村の まわりの 山々 の 上の 方から 色づ いてきて、 満山 

が 極彩色と なる。 雑木林の 紅葉 は楓 一 色のより も 美 

しい。 紅、 茶、 褐、 淡 黄、 金色と 木に よって 色が 違う 

ので、 この 自然の 配合が 又とな く 見 ごと だ。 山 口山と 

いう 三角 山の 中腹に ある ブナ や カツ ラの 大木が 金色に 

輝いて いるの は 壮観で、 まるで 平安朝の 仏画 を 見る 思 

がする。 不思議な y J とに 油 画で はま だ 日本の y J の 濃度 



むっとす るよう な、 母の ふところの 匂の ような、 あま 

いような、 香ばしい ような 芳香の 中 を 歩く のがた のし 

かった。 部落 を 出 はずれて 林の かげの 自分の 小屋の 方 

に 近づく と、 いつのまにか 稲穂の 香りの 人間ら しさ は 

消えて、 今度 は 秋の 山々 から リ ようりょうと 吹いて く 

るォゾ ンに 富んだ 微風の 新鮮 無比な、 宇宙 的 感覚の よ 

うな ものが 胸 一 ぱいに 満ちる のであった。 (秋の 味覚 

の リン ゴ のこと は 又 別に 書く。) 
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